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関西医科大学と地域をつなぐ連携誌［つなぐ］

関西医科大学  地域医療センター

■ 関西医科大学附属病院
TEL.072-804-0101（代）
http://www.kmu.ac.jp/hirakata/
〒573-1191　大阪府枚方市新町2-3-1　
地域医療連携部　病診連携課（地域医療センター事務局）

TEL.072-804-2742  FAX.072-804-2861

■ 関西医科大学総合医療センター
TEL.06-6992-1001（代）
http://www.kmu.ac.jp/takii/
〒570-8507　大阪府守口市文園町10-15　
地域医療連携部　病診連携課

TEL.06-6993-9444  FAX.06-6993-9488

■ 関西医科大学香里病院
TEL.072-832-5321（代）
http://www.kmu.ac.jp/kori/
〒572-8551　大阪府寝屋川市香里本通町8-45
地域医療連携部　病診連携係

TEL.072-832-9977  FAX.072-832-9988

■ 関西医科大学くずは病院
TEL.072-809-0005（代）
http://www.kuzuhahp.com
〒573-1121　大阪府枚方市楠葉花園町4-1
地域医療連携課

TEL.072-809-0013  FAX.072-809-0022

■ 関西医科大学天満橋総合クリニック
TEL.06-6943-2260（代）
http://www.kmu.ac.jp/temmabashi/
〒540-0008　大阪市中央区大手前1-7-31（OMMビル 3階）
TEL.06-6943-2260  FAX.06-6943-9827
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今
日
、わ
が
国
の
小
児
医
療
を
取
り
巻

く
環
境
は
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。従
来
の
主
な
対
象
疾
患
だ
っ
た
感
染

症
は
減
少
す
る
一
方
、子
育
て
支
援
や
発

達
障
害
へ
の
対
応
、あ
る
い
は
思
春
期
児

童
へ
の
心
の
ケ
ア
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。し
か
し
疾
病
構
造
が
変
わ
っ
て
も
、

小
児
医
療
の
役
割
が
軽
く
な
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。な
ぜ
な
ら「
子
は
国
の
宝
」

と
言
う
よ
う
に
、国
が
成
長
・
成
熟
し
続

け
る
た
め
に
は
、次
代
を
担
う
子
ど
も
が

健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ
う
、小
児
医
療

が
大
い
に
活
躍
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら

で
す
。ま
た
、子
を
思
う
親
の
気
持
ち
は

い
つ
の
時
代
も
変
わ
る
こ
と
は
な
く
、医

療
関
係
者
は
そ
の
気
持
ち
と
子
ど
も
本

人
に
よ
り
そ
っ
た
医
療
を
心
が
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

関
西
医
大
の
小
児
医
療
は「
成
長
に
合

わ
せ
た
ケ
ア
」を
合
言
葉
に
医
師
だ
け
で

な
く
、看
護
師
・
保
育
士
・
理
学
療
法
士
・

臨
床
心
理
士
な
ど
が
緊
密
に
連
携
し
、子

ど
も
中
心
の
医
療
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

小
児
科
で
は
左
ペ
ー
ジ
図
の
よ
う
に
循

環
器
グ
ル
ー
プ
・
ア
レ
ル
ギ
ー
グ
ル
ー

プ
・
新
生
児
グ
ル
ー
プ
な
ど
9
つ
の
診
療

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、そ
れ
ぞ
れ
が
専
門

的
に
診
断
・
治
療
・
研
究
を
行
っ
て
い
ま

す
。2
0
1
5
年
9
月
に
は
附
属
病
院
小

児
医
療
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
、小
児
医

療
に
特
化
し
た
医
師（
小
児
科
・
小
児
外

科
・
小
児
心
臓
外
科
・
小
児
脳
神
経
外
科

な
ど
常
勤
約
30
名
）や
看
護
師
が
、内
科

系
・
外
科
系
疾
患
に
関
係
な
く
有
機
的
に

連
携
し
て
、的
確
か
つ
安
全
な
先
進
医
療

の
提
供
に
努
め
て
い
ま
す
。ま
た
、小
児

疾
患
と
小
児
外
科
疾
患
に
関
す
る
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
を
設
置
し
、夜
間
の
急
変
に
も

専
門
医
が
直
接
対
応
す
る
こ
と
で
患
者

さ
ん
や
ご
家
族
の
一
助
に
な
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、小
児
心
身

症
の
研
修
指
定
施
設
と
し
て
小
児
神
経

症
、発
達
障
害
、心
身
症
の
専
門
分
野
で

の
治
療
を
充
実
さ
せ
、香
里
病
院
で
は
平

日
の
夕
方
診
察
を
行
う
こ
と
で
お
子
さ

ん
が
学
校
な
ど
か
ら
帰
宅
し
た
後
で
も

受
診
し
て
い
た
だ
け
る
体
制
を
整
え
、患

者
さ
ん
の
生
活
に
根
差
し
た
診
療
を

行
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
関
西
医
科
大
学
は
、附
属
医
療

機
関
内
は
も
と
よ
り
地
域
の
先
生
方
と

丁
寧
に
連
携
を
は
か
る
こ
と
で
、近
隣
の

子
ど
も
た
ち
に
安
心
の
医
療
を
提
供
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

小
児
医
療
の
役
割

各
病
院
関
連
部
門
長
紹
介

未来の宝を守る。
小 児 医 療 特 集

1

関西医科大学の小児医療は医師のみならず、看護師、保育士、理学療法士、臨床心理士なども緊密に連携し、子ども中心の医療を

心掛けています。新生児から20 歳まであらゆる疾患を受け入れており、予約制の特殊外来では腎臓・循環器・血液・腫瘍・新生児・

アレルギー・免疫・内分泌・神経・発達・膠原病・心身症など、専門的知識を要する様々な疾患の患者さんに対応しています。

関西医科大学附属病院小児ホットライン
24時間体制で小児科・小児外科専門医が直接対応しております。緊急時には、下記ホットラインにご連絡下さい。

附属病院

小児科

小児腎・泌尿器学
小児リウマチ性疾患

教授

金子 一成

総合医療
センター香里病院

072-804-0138
※下記番号は医師通話専用回線につき、患者様への公開はお控え下さい。

小児科 080-4837-7764小児外科

〇腎・泌尿器・膠原病
〇循環器
〇アレルギー
〇心身症・発達症
〇内分泌・代謝
〇神経
〇血液・腫瘍
〇新生児
〇消化器

思
春
期

学
童
期

幼
児
期乳

児
期

小児科診療グループ

小児科

小児心臓外科理学療法士・作業療法士

小児外科心理士

新生児科

整形外科

小児脳神経外科

耳鼻科

院内学級

看護師

腎泌尿器外科保育士

麻酔科

専 門 分 野

小児外科

小児外科全般
新生児外科

低侵襲内視鏡外科
創傷治療

診療教授

土井　崇
専 門 分 野

小児心臓外科

心臓外科一般
小児心臓外科

診療教授

金本 真也
専 門 分 野

小児脳神経外科

小児脳神経外科
悪性脳腫瘍の手術
新治療法の臨床試験
神経内視鏡手術

診療教授

埜中 正博
専 門 分 野

小児科

小児心身症
発達障害

病院教授

石崎 優子
専 門 分 野

小児科

小児科一般

助教（医長）

田邉 裕子
専 門 分 野

関
西
医
大
の
小
児
医
療
体
制
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27床のNICUで新生児に対して手厚いケアを

新生児の手術や先天性疾患の外科治療に対応

心身症、発達障害を中心に幼児期から
思春期までトータルにサポート

環境づくりで
長期入院もケア

3

附
属
病
院
総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン

タ
ー
は
、
新
生
児
部
門
と
し
て
新
生
児
集

中
治
療
室
（
N
I
C
U
）
12
床
、
新
生
児

回
復
期
治
療
室
（
G
C
U
）
15
床
の
計
27

床
を
有
し
、
日
本
周
産
期
・
新
生
児
医
学

会
周
産
期
専
門
医
制
度
基
幹
研
修
施
設
に

認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

全
て
の
重
症
新
生
児
に
対
応
し
、
新
生

児
外
科
／
小
児
心
臓
外
科
／
小
児
脳
外
科

医
が
常
勤
し
て
い
る
た
め
緊
急
手
術
も
可

能
で
す
。

大
阪
新
生
児
診
療
相
互
援
助
シ
ス
テ
ム

（
N
M
C
S
）
の
基
幹
病
院
と
し
て
運
営

さ
れ
、
年
間
入
院
数
約
3
0
0
症
例
の
う

ち
、
超
低
出
生
体
重
児
10
〜
20
名
、
極
低

出
生
体
重
児
30
〜
40
名
で
、
そ
の
生
存
率

は
80
％
以
上
を
誇
り
ま
す
。

院
外
出
生
入
院
の
救
急
搬
入
は
年
間
約

80
例
で
、
新
生
児
呼
吸
困
難
や
重
症
心
臓

疾
患
小
児
の
紹
介
搬
入
依
頼
を
多
く
受
け

て
い
ま
す
。
そ
の
他
の
殆
ど
は
院
内
出
生

か
ら
当
院
産
科
に
母
体
搬
送
さ
れ
て
き
た

妊
婦
さ
ん
の
出
生
児
で
、
生
ま
れ
て
す
ぐ

に
状
態
の
悪
く
な
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
に
対
し

て
、
看
護
師
や
小
児
科
医
、
小
児
麻
酔
科

医
、
臨
床
工
学
技
士
、
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
な
ど
の
複
数
科
お
よ
び
複
数
職

種
の
ス
タ
ッ
フ
で
構
成
さ
れ
る
チ
ー
ム
が

管
理
を
行
い
ま
す
。

日
本
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
守

る
た
め
に
、
各
部
門
が
協
力
し
24
時
間
体

制
で
新
生
児
救
急
医
療
業
務
に
当
た
っ
て

い
ま
す
。

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
小
児
科
で
は
、
小

児
科
一
般
の
疾
患
だ
け
で
な
く
15
歳
未
満

の
心
身
症
、
発
達
障
害
な
ど
の
病
気
の
専

門
施
設
と
し
て
研
究
と
臨
床
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
起
立
性
調
節
障
害
や
過

敏
性
腸
症
候
群
な
ど
の
自
律
神
経
失
調
、

摂
食
障
害
、
チ
ッ
ク
症
、
頭
痛
症
候
群
な

ど
の
心
身
症
、
注
意
欠
陥
多
動
症
、
自
閉

ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
な
ど
の
発
達
症
を
対
象

と
し
、
思
春
期
の
心
と
か
ら
だ
の
変
化
に

関
わ
る
問
題
と
ど
う
つ
き
あ
う
か
を
、
看

護
師
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
・
ケ
ー
ス

ワ
ー
カ
ー
、
大
阪
府
立
刀
根
山
支
援
学
校

の
教
員
が
チ
ー
ム
と
な
っ
て
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
考
え
て
い
ま
す
。　
　
　

外
来
で
は
、
発
達
・
心
理
検
査
、
検
査

非
薬
物
療
法
（
心
理
療
法
を
含
む
）
、
薬

物
療
法
を
行
い
ま
す
。
起
立
性
調
節
障
害

や
過
敏
性
腸
症
候
群
な
ど
の
思
春
期
の
自

律
神
経
の
不
調
で
生
活
リ
ズ
ム
が
破
た
ん

し
て
い
る
場
合
に
は
、
入
院
し
て
院
内
学

級
（
左
ペ
ー
ジ
参
照
）
に
通
い
な
が
ら
、

生
活
の
立
て
直
し
と
セ
ル
フ
ケ
ア
の
確
立

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

当
科
は
日
本
小
児
科
学
会
研
修
指
定
施

設
で
あ
る
と
と
も
に
、
日
本
心
身
医
学
会

研
修
指
定
施
設
に
も
認
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
ス
タ
ッ
フ
は
日
本
小
児
科
学
会
専
門

医
、
日
本
心
身
医
学
会
専
門
医
、
日
本
小

児
科
医
会
「
子
ど
も
の
心
相
談
医
」
、
子

ど
も
の
心
専
門
医
な
ど
の
資
格
を
有
し
、

『
発
達
』
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
医
療
と

教
育
が
協
力
し
て
支
援
し
て
い
ま
す
。

小
児
外
科
で
は
、
脳
と
心
臓
を
除
く
全

身
の
臓
器
を
対
象
に
高
度
か
つ
専
門
的
な

外
科
手
術
を
行
っ
て
い
ま
す
。
き
め
細
や

か
な
手
術
操
作
が
可
能
な
8
K
内
視
鏡
外

科
シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
低
侵
襲
内
視
鏡
外

科
手
術
を
積
極
的
に
行
い
、
非
常
に
細
い

血
管
や
神
経
を
温
存
す
る
こ
と
で
、
将
来

の
あ
る
子
ど
も
に
お
い
て
、「
機
能
温
存
」

に
寄
与
し
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

主
に
先
天
性
心
疾
患
を
担
当
す
る
小
児

心
臓
外
科
で
は
、
将
来
の
成
長
を
見
据
え

た
治
療
方
法
の
選
択
に
努
め
、
低
侵
襲
化

を
目
指
し
て
、
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
を
組
み

合
わ
せ
た
治
療
方
法
の
導
入
も
進
め
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
成
人
期
到
達
し
た
患
者

様
の
ご
相
談
に
も
応
じ
て
お
り
ま
す
。

脳
腫
瘍
、
脳
の
先
天
異
常
に
つ
い
て
は

小
児
脳
神
経
外
科
に
て
新
規
に
導
入
し
た

ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
と
、
ベ
テ
ラ

ン
の
ス
キ
ル
に
支
え
ら
れ
た
神
経
生
理
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
を
合
体
さ
せ
る
こ
と
で
、
多

く
の
患
者
さ
ん
に
安
心
し
て
も
ら
え
る
よ

う
な
手
術
を
行
っ
て
い
ま
す
。

小
児
疾
患
の
治
療
は
小
児
期
か
ら
成
人

期
ま
で
続
く
場
合
が
あ
り
、
継
続
し
た
医

療
機
関
へ
の
受
診
を
続
け
る
た
め
に
も
患

者
さ
ん
と
ご
家
族
が
病
状
と
治
療
方
針
を

理
解
で
き
る
よ
う
に
、
わ
か
り
易
い
丁
寧

な
説
明
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
各
外
科
部

門
が
他
部
門
と
連
携
し
、
こ
れ
か
ら
長
い

人
生
が
待
っ
て
い
る
ま
だ
幼
い
小
さ
な
患

者
さ
ん
へ
の
外
科
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

と
充
実
に
努
め
て
い
ま
す
。

附
属
病
院
で
は
小
児
外
科
関
連
と
し
て

『
小
児
外
科
』
『
小
児
心
臓
外
科
』
『
小

児
脳
神
経
外
科
』
が
開
設
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
臓
器
に
対
応
し
た
専
門
医
が
手
術
を

行
っ
て
い
ま
す
。

当
院
の
小
児
医
療
部
門
で
は
近
年
、
重

要
視
さ
れ
て
い
る
「
成
長
に
合
わ
せ
た
医

療
（
成
育
医
療
）
」
を
心
掛
け
、
院
内
学

級
（
小
学
部
、
中
学
部
）
を
設
置
す
る
と

と
も
に
、
入
院
生
活
を
少
し
で
も
楽
し
く

過
ご
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
屋
上
庭
園
や

ホ
ス
ピ
タ
ル
ア
ー
ト
を
配
し
、
体
力
回
復

や
ス
ト
レ
ス
発
散
の
場
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ス
タ
ッ
フ
が
協
力
し
て
夏
祭

り
や
ク
リ
ス
マ
ス
会
（
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

2
0
2
0
年
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
配
布
の
み
）

を
開
催
し
、
長
期
入
院
の
子
ど
も
の
心
の

ケ
ア
を
常
に
意
識
し
て
い
ま
す
。

入
院
生
活
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
自
ら

の
身
体
の
問
題
と
向
き
合
い
な
が
ら
、
院

内
学
級
で
勉
強
し
、
集
団
生
活
の
経
験
を

培
い
ま
す
。
そ
し
て
心
身
両
面
で
回
復
す

れ
ば
、
院
内
学
級
で
の
学
び
も
自
信
と

な
っ
て
退
院
し
ま
す
。
そ
の
際
に
地
元
校

と
連
携
し
て
学
校
に
復
帰
し
や
す
い
環
境

を
整
え
る
ケ
ア
も
行
っ
て
い
ま
す
。

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
小
児
科
で
は
院
内

学
級
と
小
児
科
と
の
協
力
に
よ
り
「
滝
井

セ
ミ
ナ
ー
」
も
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
学
校
の
先
生
方
に
病
を
抱
え
た
子
ど
も

た
ち
に
関
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う

と
始
め
た
も
の
で
、
大
阪
府
内
の
小
中
高

校
の
教
員
や
養
護
教
諭
ら
が
毎
回
多
数
参

加
し
て
い
ま
す
（
過
去
テ
ー
マ
は
「
小
児

心
身
症
〜
学
齢
期
の
心
と
か
ら
だ
〜
」
、

「
起
立
性
調
節
障
害
の
理
解
と
対
応
」
な

ど
）
。
こ
の
よ
う
に
学
校
関
係
者
と
の
顔

の
見
え
る
関
係
を
つ
く
る
こ
と
で
も
子
ど

も
た
ち
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

※附属病院

※総合医療センター

起立性調節障害を正しく診断するた

めに、ヘッドアップチルト試験による

検査や入院による早朝の起立試験

を行っています。入院して翌朝、自宅

での起床時間に合わせて検査をす

ることで、より家庭に近い結果にな

ることもあります。適切な治療を行う

には、まずは正しい診断から！です。

附属病院、総合医療センターに

併設の大阪府立刀根山支援学

校分教室（写真は総合医療セ

ンター分教室）

附属病院小児医療センターのホスピタルアート

関西医大における小 児医療への取り組み
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1994年3月　東北大学医学部医学科 卒業

1994年4月　古川市立病院 内科 初期研修

2000年4月　エモリー大学医学部循環器部門 ポストドクトラルフェロー

2003年10月　東北大学病院 腎・高血圧・内分泌科 医員

2004年4月　古川市立病院 高血圧・腎臓科 科長

2006年4月　近畿大学医学部 高血圧・老年内科 講師

2012年4月　近畿大学医学部 腎臓内科 准教授

2020年11月　関西医科大学医学部 内科学第二講座 診療教授

2020年11月　関西医科大学附属病院 腎臓内科 科長

P R O F I L E

2
0
2
0
年
11
月
、
当
院
初
の
腎
臓

内
科
の
教
授
と
し
て
着
任
し
ま
し
た
。

当
科
を
よ
り
ハ
イ
レ
ベ
ル
に
、
そ
し
て

よ
り
地
域
医
療
に
貢
献
で
き
る
場
へ
と

進
化
さ
せ
る
べ
く
尽
力
す
る
所
存
で

す
。私

自
身
は
高
血
圧
を
専
門
に
持
ち
、

特
に
二
次
性
高
血
圧
と
呼
ば
れ
る
治
療

抵
抗
性
高
血
圧
の
血
圧
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

に
つ
い
て
の
経
験
が
豊
富
で
あ
る
と
自

負
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
前
職
の
臨
床

で
は
腎
疾
患
全
般
に
携
わ
っ
て
お
り
ま

し
た
。
慢
性
腎
臓
病
の
患
者
さ
ん
を
多

く
担
当
す
る
中
、
注
力
し
て
い
た
の
が

腹
膜
透
析
で
す
。
腹
膜
透
析
は
国
も
普

及
を
促
進
し
て
お
り
、
現
在
必
要
と
す

る
患
者
さ
ん
が
増
え
て
い
る
治
療
法
で

す
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
て
北

河
内
エ
リ
ア
へ
の
普
及
に
努
め
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
当
科
で
は
腎
疾
患
や
高
血
圧

性
疾
患
に
関
わ
る
幅
広
い
診
療
を
行
っ

て
お
り
、
大
学
病
院
な
ら
で
は
の
高
度

な
医
療
提
供
と
多
職
種
に
よ
る
細
や
か

な
対
応
を
強
み
と
し
て
い
ま
す
。
ご
存

じ
の
よ
う
に
、
腎
臓
病
に
は
完
治
が
難

し
い
も
の
や
発
症
早
期
に
自
覚
症
状
の

現
れ
な
い
ケ
ー
ス
が
多
数
あ
り
、
患
者

さ
ん
に
積
極
的
に
治
療
を
継
続
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
診
療
や

食
事
・
栄
養
指
導
に
お
い
て
は
、
患
者

さ
ん
ご
自
身
に
状
態
や
変
化
を
し
っ
か

り
ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
分
か
り
や

す
い
説
明
を
徹
底
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
安
心
し
て
ご
紹
介
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
ま
た
診
断
確
定
か
ら
治

療
方
針
の
決
定
後
、
一
部
の
特
殊
な
治

療
法
を
必
要
と
す
る
方
以
外
は
、
地
域

の
ク
リ
ニ
ッ
ク
へ
の
通
院
と
当
科
の
定

期
的
な
受
診
を
並
行
し
て
い
た
だ
く
患

者
さ
ん
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
に
最
適
な
治
療
を
提
供
す

る
に
は
病
診
連
携
が
欠
か
せ
な
い
と
考

え
て
お
り
、
透
析
や
腎
移
植
が
必
要
に

な
っ
た
場
合
も
地
域
の
先
生
方
と
密
に

情
報
共
有
し
な
が
ら
治
療
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。
現
在
は
直
接
ご
挨
拶
に
伺

う
こ
と
が
難
し
い
状
況
で
す
が
、
今

後
、
積
極
的
に
情
報
発
信
し
て
ゆ
き
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

地
域
で
の
病
診
連
携
を
推
し
進
め
、

腎
臓
の
病
に
苦
し
む
一
人
ひ
と
り
に

最
適
な
全
人
医
療
を
提
供
す
る

多職種介入による患者指導
特に食事・栄養指導

透析導入に向けての説明
導入予測時期、具体的な治療の説明

病診連携を
積極的に
進めます

専門的な
検査による
診断確定

薬物療法の
方針決定・
修正

新任教授に聞く

Interview

New Professor
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関西医科大学附属病院
内科学第二講座（腎臓内科）診療教授

谷山 佳弘
Yoshihiro Taniyama

1992年3月　大阪市立大学医学部医学科 卒業

1992年6月　大阪厚生年金病院 麻酔科 研修医

1996年3月　大阪市立大学大学院 医学研究科外科系専攻 卒業

1996年4月　大阪市立大学附属病院 麻酔・集中治療医学 後期研修医

1996年7月　大阪市立北市民病院 麻酔科 医員

2000年10月　豪州 Austin and Repatriation Medical Centre（現Austin Health）
　　　　　　  麻酔科 留学 

2001年4月　大阪市立北市民病院 麻酔科 医長

2005年10月　大阪市立住吉市民病院 麻酔科 副部長

2011年4月　大阪労災病院 麻酔科 第三部長

2011年4月　大阪労災病院 ペインクリニック科 部長

2015年4月　関西医科大学 麻酔科学講座 診療教授

2020年4月　関西医科大学附属病院 痛みセンター センター長

人
そ
れ
ぞ
れ
感
じ
方
が
違
う
た
め
、

数
値
化
で
き
な
い
と
こ
ろ
が
「
痛
み
」
の

難
し
さ
で
す
。
加
え
て
慢
性
疼
痛
（
3
カ

月
以
上
続
く
痛
み
）
の
場
合
、
心
理
的
・

社
会
的
要
因
や
、
活
動
低
下
に
よ
る
経

過
の
悪
循
環
な
ど
原
因
が
複
雑
化
す
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
治
る
に
は
時
間
を
要

す
る
た
め
、
患
者
さ
ん
・
診
療
科
双
方
の

負
担
に
も
な
る
。
今
、
超
党
派
の
議
員
連

盟
に
よ
る
「
慢
性
の
痛
み
対
策
基
本
法

案
（
仮
称
）
」
が
制
定
さ
れ
つ
つ
あ
る
よ

う
に
、
医
療
現
場
に
は
心
と
体
の
両
面
か

ら
慢
性
疼
痛
を
ケ
ア
で
き
る
専
門
部
門

が
必
要
で
す
。

当
院
で
は
2
0
2
0
年
、
非
が
ん
性
の

慢
性
疼
痛
に
対
す
る
集
学
的
治
療
を
目

的
に
当
セ
ン
タ
ー
を
創
設
し
ま
し
た
。
整

形
外
科
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
・
ペ

イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
心
療
内
科
・
健
康
科

学
科
の
医
師
や
看
護
師
、
理
学
療
法
士
・

公
認
心
理
師
と
い
っ
た
多
職
種
に
よ
る

横
断
的
チ
ー
ム
で
対
応
し
て
お
り
、
今
後

は
大
学
病
院
の
強
み
を
生
か
し
て
研
究

部
門
と
の
連
携
も
展
開
し
て
ま
い
り
ま

す
。

対
象
と
す
る
患
者
さ
ん
は
、
痛
み
の

要
因
と
な
る
疾
患
か
ら
派
生
し
た
慢
性

疼
痛
を
抱
え
る
方
で
す
。
病
変
へ
の
直
接

的
治
療
で
は
な
い
た
め
あ
く
ま
で
も
併

診
を
基
本
と
し
て
お
り
、
病
診
連
携
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
痛
み
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

が
可
能
に
な
れ
ば
、
積
極
的
に
地
域
の

先
生
方
に
お
返
し
し
て
ゆ
き
ま
す
。
疼
痛

が
一
向
に
治
ら
な
い
、
画
像
所
見
に
比
べ

て
明
ら
か
に
痛
み
が
強
い
、
痛
み
で
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
進
ま
な
い
な
ど
の
患

者
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
、
ぜ
ひ
お
声

が
け
く
だ
さ
い
。
一
人
ひ
と
り
に
最
適
な

治
療
を
提
供
す
る
環
境
を
整
え
て
お
り
、

特
に
初
診
の
際
、
心
理
的
な
要
因
が
強
い

と
思
わ
れ
る
患
者
さ
ん
に
は
問
診
に

し
っ
か
り
時
間
を
取
っ
て
ご
安
心
い
た
だ

け
る
よ
う
努
め
て
お
り
ま
す
。
ま
た
今

後
、
北
河
内
エ
リ
ア
の
先
生
方
に
向
け
て

慢
性
疼
痛
に
関
す
る
情
報
共
有
や
講
演

会
な
ど
実
施
し
て
ゆ
く
予
定
で
す
。
ま
ず

は
W
e
b
で
の
情
報
発
信
を
強
化
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
注
目
く
だ
さ

い
。

体
と
心
の
両
面
か
ら
。

慢
性
疼
痛
へ
の
集
学
的
治
療
で

北
河
内
エ
リ
ア
の
新
た
な
受
け
皿
に

リハビリテーション科ペインクリニック 患者

心療内科

整形外科健康科学科

Interview

谷山 佳弘
P R O F I L E

中本 達夫

痛みセンターのご紹介
Speciality Service

関西医科大学附属病院
痛みセンター　センター長
麻酔科 診療教授

中本 達夫
Tatsuo Nakamoto

要因が複雑化する慢性疼痛に対し、多職種による
横断的な診療で最適な治療を提供します。

痛みセンター
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IMPELLA（補助循環用ポンプカテーテル）
経皮的に大動脈から左心室へ挿入。カテーテル内の羽根車が
回転することで、心臓のポンプ機能を補助し血流をつくり出す。

細
野 

以
前
ま
で
は
、循
環
器
内
科
と
循

環
器
外
科
は
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
守
備
範

囲
を
持
っ
て
い
て
、両
分
野
が
交
わ
る
分

野
は
と
て
も
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
。し
か

し
、当
院
で
も
導
入
し
た
、経
カ
テ
ー
テ
ル

的
大
動
脈
弁
置
換
術（
T
A
V
I
）が
本

邦
で
開
始
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
盛

ん
に
ハ
ー
ト
チ
ー
ム
と
い
う
言
葉
が
出
て

く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。ハ
ー
ト
チ
ー

ム
は
、循
環
器
内
科
と
循
環
器
外
科
を
中

心
に
医
師
、看
護
師
、臨
床
工
学
士
な
ど

心
疾
患
に
関
わ
る
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
構

成
さ
れ
た
医
療
チ
ー
ム
で
す
。昨
年
の
秋
、

当
院
の
ハ
ー
ト
チ
ー
ム
に
強
力
な
治
療
デ

バ
イ
ス
で
あ
る
I
M
P
E
L
L
A（
補
助

循
環
用
ポ
ン
プ
カ
テ
ー
テ
ル
）が
導
入
さ

れ
ま
し
た
ね
。

諏
訪 

I
M
P
E
L
L
A
は
2
0
1
7
年

に
日
本
で
使
用
可
能
と
な
っ
た
デ
バ
イ
ス

で
、私
は
幸
い
に
も
国
内
留
学
中
に
日
本

で
の
使
用
第
一
例
を
経
験
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。I
M
P
E
L
L
A
導
入
に
は

厳
し
い
施
設
基
準
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す

が
、今
後
の
循
環
器
救
急
に
必
要
不
可
欠

で
あ
る
と
感
じ
、当
院
帰
向
後
、ハ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
長
に
そ
の
必
要
性
を
訴
え
今
回
の

導
入
に
い
た
り
ま
し
た
。

細
野 

I
M
P
E
L
L
A
は
、外
科
医
と

し
て
は
治
療
前
に
患
者
さ
ん
の
状
態
を
安

定
さ
せ
る
た
め
に
使
用
す
る
方
法
と
、状

態
が
厳
し
い
患
者
さ
ん
の
手
術
後
の
サ

ポ
ー
ト
に
使
用
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す

が
、内
科
医
と
し
て
は
も
っ
と
幅
広
く
使

用
す
る
場
面
が
あ
り
ま
す
ね
。

諏
訪 

そ
う
で
す
ね
。C
C
U（
心
疾
患

専
門
集
中
治
療
室
）
の
中
で

I
M
P
E
L
L
A
を
使
用
す
る
場
面
は

多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。心
肺
停
止
状
態
の

患
者
さ
ん
に
P
C
P
S （
経
皮
的
心
肺
補

助
装
置
）と
組
み
合
わ
せ
て
使
用
す
る
方

法
や
劇
症
型
心
筋
炎
や
急
性
心
筋
梗
塞

に
よ
る
急
性
心
不
全
、心
原
性
シ
ョ
ッ
ク
に

対
し
て
の
使
用
、ハ
イ
リ
ス
ク
P
C
I （
経

皮
的
冠
動
脈
形
成
術
）の
術
中
や
術
後
の

補
助
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
が
想
定
さ
れ
ま

す
。I
M
P
E
L
L
A
は
補
助
可
能
な
流

量
に
よ
っ
て
3
規
格
あ
り
、ど
の
場
面
で

ど
の
デ
バ
イ
ス
を
選
択
す
る
か
慎
重
に
検

討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。

細
野 

使
用
す
る
サ
イ
ズ
に
よ
っ
て
挿
入

方
法
が
異
な
る
の
で
、内
科
医
が
施
行
す

る
か
外
科
医
が
施
行
す
る
か
な
ど
、ハ
ー

ト
チ
ー
ム
内
で
十
分
な
協
議
が
必
要
で

す
。

諏
訪 

そ
の
と
お
り
で
す
ね
。な
の
で
、当

院
で
I
M
P
E
L
L
A
を
挿
入
す
る
際
に

は
緊
急
で
あ
っ
て
も
内
科
医
、外
科
医
、臨

床
工
学
技
士
が
集
ま
っ
て
必
要
な
デ
バ
イ

ス
と
挿
入
部
位
を
決
定
し
て
い
ま
す
。挿

入
自
体
は
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
検
査
に
従
事

し
て
い
る
循
環
器
内
科
医
で
あ
れ
ば
そ
れ

ほ
ど
難
し
い
こ
と
は
な
い
の
で
短
時
間
で

装
着
可
能
で
す
。

細
野 

当
院
に
導
入
か
ら
3
カ
月
で
既
に

8
例
の
症
例
が
あ
り
、我
々
の
想
像
以
上

に
ニ
ー
ズ
が
高
か
っ
た
こ
と
を
実
感
し
て

い
る
と
と
も
に
ハ
ー
ト
チ
ー
ム
の
治
療
体

制
を
さ
ら
に
増
強
で
き
た
と
自
負
し
て
い

ま
す
。

諏
訪 

本
当
に
そ
の
と
お
り
だ
と
思
い
ま

す
。当
院
だ
け
で
は
治
療
が
難
し
か
っ
た

患
者
さ
ん
も
、I
M
P
E
L
L
A
が
加

わ
っ
た
こ
と
で
安
全
に
治
療
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
ね
。北
河
内
エ
リ
ア
循
環

器
救
急
の
中
核
病
院
と
し
て
、こ
れ
ま
で

以
上
に
多
く
の
選
択
肢
か
ら
最
適
な
治

療
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の

で
、お
気
軽
に
ご
相
談
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

細
野 

今
後
も
、ご
紹
介
く
だ
さ
っ
た
患

者
さ
ん
に
安
全
で
安
心
な
医
療
を
提
供

し
、少
し
で
も
早
く
か
か
り
つ
け
の
先
生

方
の
元
へ
お
戻
り
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

1994年3月　大阪市立大学医学部 卒業
1994年5月　大阪市立大学医学部附属病院 臨床研修医
2000年4月　大阪市立総合医療センター 心臓血管外科 前期臨床研究医
2001年5月　アムステルダム大学academic medical center リサーチフェロー
2002年5月　大阪市立大学医学部附属病院 第2外科 後期臨床研究医
2006年4月　大阪市立総合医療センター 心臓血管外科 後期臨床研究医
2008年1月　大阪市立大学医学部附属病院 心臓血管外科 病院講師
2008年7月　大阪市立大学大学院 医学研究科 循環器外科学 講師
2015年10月 大阪市立大学大学院 医学研究科 心臓血管外科学 准教授
2016年4月　関西医科大学 心臓血管外科学講座 診療教授

P R O F I L E

P R O F I L E

心臓血管外科（循環器外科）

循環器内科

細野 光治
Mitsuharu Hosono

2006年3月　関西医科大学医学部 卒業
2006年4月　関西医科大学附属枚方病院 臨床研修医
2008年4月　関西医科大学附属枚方病院 循環器腎内分泌代謝内科 専修医
2009年4月　回生会宝塚病院 医員
2011年4月　関西医科大学附属病院 循環器腎内分泌代謝内科 病院助教
2016年3月　関西医科大学大学院 医科学専攻 卒業
2017年4月　大阪大学医学部附属病院 医員
2018年4月　関西医科大学附属病院 循環器腎内分泌代謝内科 助教

諏訪 惠信
Yoshinobu Suwa

北河内エリアで初となる
IMPELLAを導入。
心疾患治療に
さらなる選択肢を

Speciality Service
関西医科大学附属病院 CCU ハートチーム

心原性ショック急性心不全

IMPELLAの使用対象となる疾患

急性弁膜症疾患、急性冠症候群（虚血性心疾患）、
心筋症、心筋炎などによるもの

生
殖
医
療
セ
ン
タ
ー   

妊
孕
性
温
存
外
来

が
ん
と
闘
う
人
の
た
め
に

が
ん
や
自
己
免
疫
疾
患
の
治
療
に
お
い
て
使
用
す
る
抗
が
ん
剤
や
放
射
線
治
療
の
影
響
に
よ
り
、

卵
巣
や
精
巣
の
機
能
が
損
な
わ
れ
、妊
娠
す
る
力
＝「
妊
孕
性
」が
低
下
し
て
不
妊
症
に
な
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。当
院
の
生
殖
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、こ
の
よ
う
な
リ
ス
ク
の
あ
る
方
に
対
し
て
、

あ
ら
か
じ
め
妊
娠
す
る
可
能
性
を
残
し
て
お
く
た
め
の「
妊
孕
性
温
存
治
療
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

男性に行う妊孕性温存治療

ご自身で採精して頂いた精子を
凍結する方法

精子凍結

女性に行う妊孕性温存治療

採取した卵子を凍結する方法

卵子凍結

採卵した卵子をパートナーの精子と
受精させた後に凍結する方法

受精卵凍結（胚凍結）

手術で卵巣を摘出して、
卵巣組織を凍結する方法

卵巣組織凍結

卵巣組織
凍結

小児の場合 原疾患治療まで
猶予なしの場合 卵巣と卵子を同時に

採取することもある

卵子凍結 凍結保存

パートナーなしの場合

パートナーありの場合

受精卵凍結

卵　子

卵　子
胚（受精卵）

精　子

卵巣摘出

採　卵

採　卵 受　精

卵
子
凍
結
、
受
精
卵
凍
結
は
、
排
卵
誘

発
剤
を
使
用
し
て
で
き
る
だ
け
多
く
の
卵

子
を
採
取
（
採
卵
）
し
ま
す
。
期
間
は
約

2
〜
3
週
間
で
す
が
、
治
療
開
始
ま
で
に

日
程
的
な
余
裕
が
あ
る
方
に
は
複
数
回
の

採
卵
を
行
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。
一
方
、

卵
巣
組
織
凍
結
は
思
春
期
発
来
を
迎
え
る

前
の
お
子
さ
ん
や
、
原
疾
患
の
治
療
開
始

ま
で
に
猶
予
の
な
い
方
に
行
う
治
療
に
な

り
ま
す
。
開
腹
手
術
や
腹
腔
鏡
手
術
で
卵

巣
の
一
部
ま
た
は
卵
巣
自
体
を
摘
出
し

て
、
卵
子
が
多
く
存
在
す
る
卵
巣
表
面
の

皮
質
部
分
を
凍
結
保
存
し
て
お
く
治
療
に

な
り
ま
す
。

妊
孕
性
温
存
治
療
は
、
原
疾
患
の
主
治

医
の
先
生
と
連
携
を
は
か
り
、
原
疾
患
の

治
療
に
影
響
を
与
え
な
い
よ
う
速
や
か
に

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
当
院
で
は
月
曜

か
ら
金
曜
ま
で
対
応
し
て
お
り
ま
す
。
患

者
さ
ん
か
ら
の
直
接
予
約
は
受
け
付
け
て

お
り
ま
せ
ん
の
で
、
通
院
中
の
医
療
機
関

か
ら
地
域
医
療
連
携
部
を
通
し
て
ご
予
約

を
お
取
り
く
だ
さ
い
。
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関西医科大学総合医療センター

1995年3月　関西医科大学 卒業

1997年4月　関西医科大学内科学 第三講座 入局

1998年4月　静岡県立総合病院 消化器内科 専修医

2002年3月　関西医科大学大学院医学研究科博士課程 単位修得

2003年8月　関西医科大学内科学 第三講座 助手（定員外）

2004年4月　関西医科大学内科学 第三講座 助手

2006年1月　関西医科大学大学院 医学研究科 学位取得

2008年4月　関西医科大学附属枚方病院 消化器肝臓内科 講師

2010年7月　関西医科大学 内科学第三講座 講師

2017年1月　関西医科大学附属病院 消化器肝臓内科 准教授

2020年11月　関西医科大学総合医療センター 消化器肝臓内科 教授、

　　　　　　  内視鏡センター センター長

2
0
2
0
年
11
月
に
附
属
病
院
よ
り
異

動
し
、
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
に
着
任
し
ま

し
た
。
胆
膵
疾
患
を
専
門
領
域
に
持
ち
、

内
視
鏡
治
療
を
得
意
と
し
て
い
ま
す
。

胆
膵
疾
患
で
の
内
視
鏡
検
査
・
治
療
に

は
、
通
常
は
E
R
C
P
（
内
視
鏡
的
逆
行

性
胆
管
膵
管
造
影
）
を
実
施
し
ま
す
。
し

か
し
術
後
再
建
腸
管
（
胃
や
膵
臓
等
の
術

後
）
を
有
す
る
胆
膵
疾
患
に
お
け
る

E
R
C
P
は
困
難
で
、
こ
れ
ま
で
外
科
的

な
治
療
等
が
必
要
で
し
た
。
患
者
さ
ん
の

身
体
的
負
担
や
整
容
性
、
社
会
復
帰
に
か

か
る
時
間
を
考
え
る
と
侵
襲
性
が
低
い
に

越
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
私

は
小
腸
用
に
開
発
さ
れ
た
ダ
ブ
ル
バ
ル
ー

ン
内
視
鏡
を
応
用
し
た
D
B-

E
R
C
P

（
胆
膵
内
視
鏡
治
療
）
を
考
案
し
ま
し

た
。
2
0
0
6
年
か
ら
こ
れ
ま
で

2
0
0
0
例
以
上
の
治
療
を
行
い
、
国
内

外
へ
の
普
及
に
も
尽
力
。
我
々
の
研
究
成

果
が
基
と
な
っ
て
2
0
1
6
年
に
保
険
収

載
さ
れ
て
以
来
、
こ
の
内
視
鏡
治
療
は
多

く
の
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
現
実
的
な
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
当
院
に
着
任
し
た
こ
と
で
、

守
口
市
周
辺
エ
リ
ア
の
患
者
さ
ん
に
も

D
B-

E
R
C
P
を
提
供
で
き
る
機
会
が

増
え
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
緊
急
を
要
す

る
患
者
さ
ん
の
受
入
体
制
も
強
化
し
て
ゆ

き
ま
す
の
で
、
検
査
・
治
療
に
内
視
鏡
が

必
要
な
患
者
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
、

ぜ
ひ
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。
当
院
で
の
治
療

が
終
わ
れ
ば
速
や
か
に
地
域
の
先
生
に
お

返
し
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
か
か
り
つ

け
の
先
生
方
と
情
報
を
共
有
・
相
談
し
な

が
ら
共
同
で
診
る
と
い
っ
た
取
り
組
み
も

実
現
し
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。私

の
信
念
は
「
A
v
o
i
d 

S
u
r
g
e
r
y
」
で
す
。
的
確
な
診
断

と
最
適
な
治
療
で
、
患
者
さ
ん
に
よ
り
早

く
日
常
生
活
に
戻
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

喜
び
で
す
。
当
院
は
歴
史
的
に
肝
臓
疾
患

に
強
み
が
あ
り
ま
し
た
が
、
昨
年
3
月
に

は
全
国
的
に
も
珍
し
い
胆
膵
セ
ン
タ
ー
も

稼
働
を
始
め
ま
し
た
。
今
後
は
院
内
各
科

の
連
携
を
ま
す
ま
す
強
固
に
し
、
消
化
器

内
科
領
域
で
さ
ら
に
地
域
か
ら
頼
ら
れ
る

病
院
と
な
れ
る
よ
う
務
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
規
胆
膵
内
視
鏡
治
療
の
開
発
者
と
し
て
、

よ
り
多
く
の
患
者
さ
ん
に

非
侵
襲
的
治
療
を
届
け
た
い

新任教授に聞く

Interview

New Professor
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関西医科大学総合医療センター

関西医科大学総合医療センター
消化器肝臓内科 教授

島谷 昌明
Masaaki Shimatani

1993年3月　福島県立医科大学 卒業

1993年5月　福島県立医科大学 第2外科 副手

1993年10月　太田綜合病院附属太田西ノ内病院 外科医員

1995年10月　塙厚生病院 外科医員

1997年4月　福島県立医科大学 輸血移植免疫部 診察医

2000年4月　坪井病院 外科医長

2002年7月　国立がんセンター研究所 生物学部 研究生

2005年1月　寿泉堂総合病院 乳腺外科 部長

2006年4月　大山病院 乳腺外科 部長

2011年4月　明和病院 乳腺・内分泌外科 担当主任部長

2021年1月　関西医科大学総合医療センター 乳腺外科 診療科長

再
発
や
切
除
不
能
な
ど
、
難
治
性
の

乳
が
ん
を
専
門
に
し
て
い
ま
す
。
近

年
、
早
期
の
乳
が
ん
は
治
る
病
気
と
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
切
除
不
能
な
ほ

ど
進
行
し
た
場
合
や
転
移
・
再
発
し
た

ケ
ー
ス
の
寛
解
は
未
だ
難
し
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
私
は
、
ス
テ
ー
ジ

が
進
行
し
た
多
く
の
乳
が
ん
患
者
さ
ん

を
寛
解
に
導
い
て
き
ま
し
た
。
が
ん
細

胞
は
常
に
変
容
す
る
た
め
、
保
険
適
用

の
薬
剤
で
も
投
与
順
や
組
み
合
わ
せ
で

効
果
が
変
わ
り
ま
す
し
、
放
射
線
治
療

や
外
科
療
法
に
適
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
も

変
化
し
ま
す
。
そ
こ
を
見
極
め
て
最
適

な
治
療
法
を
選
択
し
て
い
く
。
こ
れ
は

臨
床
に
加
え
、
研
究
者
と
し
て
が
ん
細

胞
と
向
き
合
っ
た
経
験
に
よ
る
も
の
と

自
負
し
て
お
り
ま
す
。
前
職
に
お
い
て

は
、
一
般
的
に
転
移
性
乳
が
ん
の
5
年

生
存
率
が
40
％
と
言
わ
れ
る
中
、
私
は

5
年
生
存
率
67
%
を
実
現
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
特
に
ル
ミ
ナ
ー
ル
タ
イ
プ

（
ホ
ル
モ
ン
受
容
体
陽
性
乳
が
ん
）
で

は
、
80
%
以
上
の
成
績
が
得
ら
れ
て
お

り
ま
し
た
。
乳
が
ん
治
療
は
、
標
準
治

療
が
基
本
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
で

1
0
0
%
の
乳
が
ん
を
治
せ
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
標
準
治
療
で
は
根
治

が
難
し
い
乳
が
ん
で
も
、
ご
希
望
に
合

わ
せ
て
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
た
選

択
肢
を
ご
提
案
し
、
さ
ら
な
る
治
療
成

績
の
向
上
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
「
難
治
性
／
再
発
性
の
乳
が
ん

だ
っ
た
の
に
完
全
寛
解
し
た
」
と
い
う

患
者
さ
ん
の
比
率
を
上
げ
、
そ
の
状
態

を
で
き
る
だ
け
長
く
保
っ
て
い
く
こ
と

が
私
の
使
命
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
び
、
着
任
に
あ
た
り
乳
腺
外

来
の
初
診
を
再
開
し
ま
し
た
。
当
院
は

ハ
ー
ド
面
が
充
実
し
お
り
、
特
に
精
密

検
査
の
丁
寧
さ
や
化
学
療
法
室
の
環
境

の
良
さ
は
評
判
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
さ
ら
な
る
充
実
の
た
め
、
今
は
抗

が
ん
剤
の
頭
皮
へ
の
影
響
を
減
ら
し
、

脱
毛
を
抑
制
で
き
る
頭
部
冷
却
装
置
の

導
入
に
向
け
て
動
い
て
い
ま
す
。
ソ
フ

ト
面
で
は
最
先
端
の
治
療
を
診
療
科
ス

タ
ッ
フ
に
定
着
さ
せ
、
治
療
レ
ベ
ル
の

さ
ら
な
る
向
上
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。
進
行
し
た
乳
が
ん
、
切
除
不
能
な

乳
が
ん
の
患
者
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
乳

が
ん
の
疑
い
が
あ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

れ
ば
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。
地
域
の
先
生

方
と
の
情
報
共
有
の
た
め
の
勉
強
会
な

ど
も
企
画
し
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

乳
が
ん
治
療
に
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
を
。

研
究
と
臨
床
で
培
っ
て
き
た
知
見
で
、

諦
め
て
し
ま
う
患
者
さ
ん
を
減
ら
し
ま
す

新任教授に聞く

Interview

New Professor

関西医科大学総合医療センター
乳腺外科 診療科長

岸本 昌浩
Masahiro Kishimoto

ダブルバルーン内視鏡
従来は外科的治療が必要
だった胃や膵臓の術後症例
でも、ダブルバルーン内視鏡
を用いたERCPによる非侵
襲的な検査・治療が可能。

化学療法室
多職種スタッフによる質の高い治療とケアで、安心し
て治療を受けていただける体制を整備しています。

P R O F I L E

島谷 昌明
P R O F I L E

岸本 昌浩
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関西医科大学総合医療センター

1985年3月　関西医科大学 卒業

1991年3月　関西医科大学 大学院卒業

1992年1月　関西医科大学 脳神経外科学講座　助手

1994年7月　関西医科大学 高度救命救急センター勤務

2001年8月　関西医科大学 脳神経外科学講座　講師

2006年1月　関西医科大学附属滝井病院（現 総合医療センター）救命救急センター勤務

2011年4月　関西医科大学附属滝井病院 救急医学科 副部長

2012年2月　関西医科大学附属滝井病院 脳神経外科学講座 准教授

2012年4月　関西医科大学附属滝井病院 病院教授 脳神経外科部長・
　　　　　　脳卒中センター長・救命救急センター長　

2016年5月　関西医科大学総合医療センター（施設名変更）脳神経外科部長・脳卒中センター長

脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
は
2
0
1
2
年
の

開
設
以
来
、
脳
血
管
障
害
を
扱
う
脳
神
経

外
科
、
神
経
内
科
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

を
は
じ
め
と
す
る
多
領
域
の
連
携
で
、
脳

梗
塞
や
脳
出
血
、
く
も
膜
下
出
血
と
い
っ

た
脳
疾
患
の
診
断
・
加
療
に
対
応
し
て
お

り
ま
す
。
地
域
に
よ
る
脳
卒
中
の
包
括
的

な
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
急
性
期
病
院
、

急
性
期
リ
ハ
ビ
リ
病
院
、
慢
性
期
リ
ハ
ビ

リ
病
院
）
の
中
、
急
性
期
病
院
と
し
て
多

く
の
患
者
さ
ん
を
受
け
入
れ
て
ま
い
り
ま

し
た
。

今
、
厚
生
労
働
省
に
よ
る
「
循
環
器
病

対
策
推
進
基
本
計
画
」
の
策
定
を
契
機

に
、
脳
卒
中
と
循
環
器
系
疾
患
に
対
す
る

整
備
を
進
め
る
動
き
が
あ
り
ま
す
。
当
院

で
も
本
年
よ
り
さ
っ
そ
く
、
二
次
救
急
部

門
の
再
整
備
と
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
の
強
化

に
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。
ハ
ー
ド
と
ソ

フ
ト
の
両
面
か
ら
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
た
体
制
を
整
え
、
よ
り
多
く
の
患
者
さ

ん
に
ス
ム
ー
ズ
な
治
療
を
提
供
で
き
る
環

境
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。
特
に
推
進
基
本

計
画
の
中
で
一
番
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て

い
る
の
が
、
カ
テ
ー
テ
ル
で
血
栓
を
直
接

回
収
・
除
去
す
る
「
機
械
的
血
栓
回
収
療

法
」
で
す
。
当
セ
ン
タ
ー
で
は
血
管
回
収

療
法
に
必
要
な
血
管
撮
影
装
置
を
最
新

型
に
更
新
し
、
院
内
で
連
携
す
る
診
療
科

と
マ
ン
パ
ワ
ー
を
増
強
。
今
後
は
脳
神
経

血
管
内
治
療
の
専
門
指
導
医
が
常
時
3

名
待
機
し
、
フ
ァ
ー
ス
ト
タ
ッ
チ
に
お
い

て
は
脳
の
専
門
医
師
を
含
め
た
救
急
医
が

チ
ー
ム
体
制
で
対
応
し
ま
す
。

当
院
に
は
不
整
脈
を
得
意
と
す
る
医

師
や
カ
テ
ー
テ
ル
手
技
の
得
意
な
医
師
が

お
り
、
最
先
端
の
循
環
器
手
法
を
取
り
入

れ
て
い
る
部
署
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
当
セ

ン
タ
ー
で
は
救
急
担
当
医
と
の
日
常
的
な

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
密
な
情
報
共
有
に
努

め
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
地
域
の
先
生

方
と
築
い
て
き
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
ベ
ー

ス
に
、
院
内
で
は
各
領
域
と
の
連
携
を
強

み
と
し
、
地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
さ
ら

な
る
貢
献
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

24
時
間
3
6
5
日
脳
卒
中
に
対
応
。

ハ
ー
ド
面
も
ソ
フ
ト
面
も
強
化
し
、

さ
ら
に
頼
っ
て
い
た
だ
け
る
セ
ン
タ
ー
へ

脳卒中センターのご紹介

Interview

Speciality Service
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関西医科大学総合医療センター

関西医科大学総合医療センター
脳卒中センター センター長

岩瀬 正顕
Masaaki Iwase

3テスラMRI

IVR-CT
造影剤や放射線を使わず、脳血管
を安全に検査することができる。

P R O F I L E

岩瀬 正顕

京都府立医科大学附属看護専門学校助産科を卒業し助産師資格取得

関西医科大学附属男山病院へ助産師として入職

関西医科大学附属病院へ異動

2012年　京都橘大学看護学研究科修士課程卒業

2013年　母性看護専門看護師認定資格取得

2019年　関西医科大学総合医療センターへ異動

現
在
、母
子
や
ご
家
族
を
取
り
巻
く
環

境
は
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
お
り
、核

家
族
の
増
加
や
育
児
支
援
者
不
在
に
よ

る
母
子
の
孤
立
な
ど
が
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て
今
、コ
ロ
ナ
禍
で

の
出
産
は
妊
産
褥
婦
の
不
安
を
増
大
さ

せ
て
い
ま
す
。

産
婦
人
科
病
棟
で
は
以
前
よ
り
、不
安

の
強
い
妊
婦
さ
ん
に
対
し
て
地
域
の
保

健
師
と
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
行
う
な
ど
積

極
的
な
継
続
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。お
産
は
出
産
し
て
終
わ
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。母
子
が
さ
ま
ざ
ま
な
支

援
を
受
け
ら
れ
る
環
境
を
整
え
る
べ
く
、

「
産
む
」を
ト
ー
タ
ル
で
支
え
る
切
れ
目
の

な
い
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
目
指
し
て
い
ま

す
。2
0
2
0
年
度
か
ら
は
守
口
市
在
住

の
産
後
ケ
ア
事
業
の
利
用
者
の
受
け
入

れ
を
開
始
し
ま
し
た
。今
後
、母
子
保
健

法
の
改
正
を
追
い
風
に
、他
の
市
町
村
に

も
対
象
を
拡
大
し
て
ゆ
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。当
院
は
精
神
科
の
リ
エ
ゾ
ン

チ
ー
ム
の
活
躍
も
強
み
で
す
。精
神
疾
患

が
あ
る
方
を
は
じ
め
、周
産
期
の
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
で
不
安
を
抱
え
る
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
れ
ば
、ぜ
ひ
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

私
自
身
は
助
産
師
と
し
て
多
く
の
妊

産
褥
婦
に
関
わ
る
中
、よ
り
良
い
看
護
を

目
指
し
て
母
性
看
護
専
門
看
護
師
の
認

定
を
取
得
し
ま
し
た
。2
0
1
8
年
に
当

院
に
着
任
し
て
か
ら
は
、助
産
師
の
ス
キ

ル
を
生
か
せ
る
体
制
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。当
院
に
は
助
産
師
ラ

ダ
ー
を
取
得
し
て
い
る
ベ
テ
ラ
ン
看
護
師

も
複
数
お
り
、助
産
師
外
来
や
母
乳
外
来

の
実
施
な
ど
、新
し
い
家
族
の
誕
生
を
穏

や
か
に
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
改

革
を
進
め
て
お
り
ま
す
。長
引
く
コ
ロ
ナ

禍
で「
両
親
教
室
」や「
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー

ジ
教
室
」な
ど
の
実
施
が
難
し
い
状
況
で

す
が
、近
く
リ
モ
ー
ト
形
式
を
取
り
入
れ
、

地
域
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
促
進
す
る
お

手
伝
い
も
実
施
し
て
ゆ
く
予
定
で
す
。妊

産
褥
婦
さ
ん
の
不
安
に
寄
り
添
い
、気
軽

に
頼
っ
て
い
た
だ
け
る
開
か
れ
た
大
学
病

院
で
あ
る
べ
く
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

出
産
か
ら
産
後
、
育
児
ま
で
。

切
れ
目
の
な
い
母
子
支
援
を

ス
タ
ッ
フ
一
同
で
目
指
す

Interview

P R O F I L E

大上 千賀

産婦人科病棟の取り組み
Speciality Service

関西医科大学総合医療センター
産婦人科 管理師長 助産師
専門看護師（母性看護）取得

大上 千賀
Chika Oue
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関西医科大学香里病院

1999年3月　関西医科大学医学部 卒業

1999年4月　関西医科大学附属病院 研修医

2001年4月　関西医科大学附属洛西ニュータウン病院 整形外科

2003年4月　関西医科大学大学院 医学研究科 入学

2007年3月　関西医科大学大学院 医学研究科 修了

2007年4月　関西医科大学 整形外科学講座 助手

2007年4月　関西医科大学附属滝井病院 整形外科

2007年5月　博士（医学）取得

2012年10月　関西医科大学附属枚方病院 整形外科

2016年3月　関西医科大学 整形外科学講座 講師

2017年4月　関西医科大学香里病院 整形外科 診療部長

2020年11月　関西医科大学香里病院 准教授

2021年1月　関西医科大学香里病院 骨粗鬆症センター センター長

当
院
で
は
こ
れ
ま
で
も
整
形
外
科
が
中

心
と
な
り
骨
粗
鬆
症
の
診
療
に
力
を
入
れ

て
き
ま
し
た
。そ
し
て
地
域
の
先
生
方
に

は
当
院
の
骨
塩
定
量
検
査（
骨
密
度
検
査
）

を
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
ご
利
用
い
た
だ
い
て

き
ま
し
た
が
、こ
の
た
び
よ
り
ス
ム
ー
ズ

な
病
診
連
携
を
実
現
す
べ
く
骨
密
度
検
査

を
軸
と
し
た
専
門
セ
ン
タ
ー
を
設
け
ま
し

た
の
で
、ご
挨
拶
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

私
は
大
学
院
生
時
代
、免
疫
学
の
研
究

室
で
骨
粗
鬆
症
モ
デ
ル
マ
ウ
ス
を
用
い
た

骨
粗
鬆
症
の
分
子
生
物
学
の
研
究
を
行
っ

て
お
り
ま
し
た
。大
学
院
修
了
後
は
滝
井

病
院（
現
・
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
）及
び
枚
方

病
院（
現
・
附
属
病
院
）に
て
整
形
外
科
臨

床
医
と
し
て
関
節
リ
ウ
マ
チ
に
よ
る
関
節

変
形
に
対
す
る
手
術
や
人
工
股
関
節
手
術

な
ど
外
科
的
治
療
を
中
心
に
研
鑽
を
積
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
患
者
さ
ん
の

中
に
は
骨
粗
鬆
症
を
患
っ
て
お
ら
れ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
全
く
治
療
を
受
け
て
お
ら

れ
な
い
方
も
お
ら
れ
、大
学
病
院
で
の
専

門
治
療
に
関
わ
れ
る
愉
し
み
を
感
じ
る
一

方
で
、骨
粗
鬆
症
治
療
の
最
前
線
に
お
け

る
不
安
も
感
じ
て
い
ま
し
た
。

65
歳
以
上
の
女
性
や
私
の
専
門
領
域
の

一
つ
で
あ
る
関
節
リ
ウ
マ
チ
患
者
さ
ん
で

は
骨
粗
鬆
症
を
伴
っ
て
い
る
頻
度
が
非
常

に
高
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。骨
粗
鬆
症
は

ち
ょ
っ
と
し
た
転
倒
や
尻
も
ち
な
ど
で
容

易
に
背
骨
や
大
腿
骨
の
骨
折
を
生
じ
、不

幸
な
場
合
は
寝
た
き
り
に
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。ま
た
、一
度
背
骨
を
骨

折
し
た
患
者
さ
ん
が
再
び
背
骨
を
骨
折
す

る
可
能
性
は
、骨
折
し
た
こ
と
が
な
い
患

者
さ
ん
が
骨
折
す
る
可
能
性
の
4
倍
と
も

い
わ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
に
何
度
も
骨

折
を
繰
り
返
す
こ
と
を「
骨
折
連
鎖
」と
呼

び
ま
す
が
、こ
の
連
鎖
に
陥
る
こ
と
で
ま
す

ま
す
患
者
さ
ん
の
A
D
L
は
低
下
し
て
い

き
ま
す
。

4
年
前
に
香
里
病
院
に
着
任
し
て
か
ら

は
当
院
に
求
め
ら
れ
る
地
域
の
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
て
骨
粗
鬆
症
に
よ
る
骨
折
の
患
者

さ
ん
の
診
療
に
関
わ
る
機
会
が
格
段
に
増

加
し
ま
し
た
。こ
の
4
年
間
の
経
験
の
中

で
、当
地
域
に
お
住
ま
い
の
患
者
さ
ん
に

お
い
て
や
は
り
骨
粗
鬆
症
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
治
療
が
な
さ
れ
て
い
な
い
方
を

診
療
す
る
機
会
も
た
い
へ
ん
多
か
っ
た
こ

と
か
ら
、当
院
が
関
西
医
大
関
連
施
設
と

し
て
附
属
病
院
や
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
と

ま
た
違
っ
た
形
で
地
域
医
療
に
貢
献
で
き

る
手
段
は
な
い
か
と
考
え
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
、地

域
の
先
生
方
と
よ
り
深
く
連
携
し
、そ
し

て
何
よ
り
も
地
域
の
患
者
さ
ん
の
健
康
寿

命
の
延
伸
を
目
指
し
骨
粗
鬆
症
セ
ン
タ
ー

を
創
設
し
ま
し
た
。

さ
て
、社
会
の
高
齢
化
が
進
む
中
で
さ

ま
ざ
ま
な
生
活
習
慣
病
と
の
関
連
も
指
摘

さ
れ
る
骨
粗
鬆
症
に
つ
い
て
は
日
本
骨
粗

鬆
症
学
会
が
診
断
・
治
療
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
も
策
定
し
、多
く
の
患
者
さ
ん
が
こ
の

福
音
を
享
受
し
て
い
る
一
方
で
、実
は
問

題
と
な
っ
て
い
る
の
が「
治
療
継
続
率
」の

低
さ
で
す
。骨
粗
鬆
症
に
対
す
る
薬
物
治

療
は
根
気
よ
く
続
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す

が
、患
者
さ
ん
自
身
が
治
療
効
果
を
自
覚

し
づ
ら
い
た
め
、だ
ん
だ
ん
面
倒
に
な
っ

て
治
療
を
中
断
し
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
内
服
を
き

ち
ん
と
続
け
る
こ
と
で
、骨
粗
鬆
症
に
よ

る
骨
折
の
頻
度
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
が
報

告
さ
れ
て
お
り
、こ
の
治
療
継
続
率
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
が
地
域
の
患
者
さ
ん
の
健

康
寿
命
の
延
伸
の
た
め
最
も
重
要
で
あ
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
治
療
担
当
医
師

の
独
力
で
克
服
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る

た
め
、既
に
国
内
で
も
様
々
な
地
域
そ
し

て
施
設
で「
骨
粗
鬆
症
リ
エ
ゾ
ン
サ
ー
ビ

ス
」と
し
て
多
職
種
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
と

連
携
し
治
療
継
続
率
を
向
上
さ
せ
る
試
み

が
な
さ
れ
、多
く
の
成
果
が
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。私
も
骨
粗
鬆
症
セ
ン
タ
ー
の
開

設
に
あ
た
っ
て
既
に
こ
の
よ
う
な
成
果
を

報
告
さ
れ
て
い
る
先
生
方
と
情
報
交
換
を

行
い
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ん
で
き
ま
し

た
。ま
た
当
地
域
で
は
こ
の
よ
う
な「
骨
粗

鬆
症
リ
エ
ゾ
ン
サ
ー
ビ
ス
」を
提
供
し
て

い
る
施
設
は
ほ
ぼ
無
く
、今
後
当
セ
ン

タ
ー
が
当
地
域
の
先
生
方
や
患
者
さ
ん
の

道
し
る
べ
と
な
れ
れ
ば
と
い
う
思
い
を
込

め
て
開
設
に
至
っ
た
次
第
で
す
。骨
粗
鬆

症
治
療
継
続
率
の
向
上
を
目
指
し
、医
師
、

看
護
師
、診
療
放
射
線
技
師
、薬
剤
師
、理

学
療
法
士
、管
理
栄
養
士
、地
域
医
療
連
携

部
が
一
丸
と
な
っ
て
地
域
の
先
生
方
の
ご

協
力
の
も
と
患
者
さ
ん
の
健
康
寿
命
の
延

伸
に
微
力
な
が
ら
努
め
さ
せ
て
い
た
だ
く

所
存
で
す
。

当
セ
ン
タ
ー
の
運
営
の
軸
は
、地
域
の

先
生
方
か
ら
骨
粗
鬆
症
に
つ
い
て
精
査
が

必
要
な
患
者
さ
ん
や
精
査
を
希
望
さ
れ
る

患
者
さ
ん
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
、骨
密
度

検
査
、単
純
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
、そ
し
て
血

液
検
査
な
ど
に
よ
り
精
査
を
行
い
、診
察

の
上
個
々
の
患
者
さ
ん
に
相
応
し
い
治
療

方
針
を
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
、最
終
的

に
ご
紹
介
元
の
先
生
に
治
療
を
継
続
し
て

い
た
だ
く
と
い
う
、循
環
型
骨
粗
鬆
症
リ

エ
ゾ
ン
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
ま
す
。患
者
さ

ん
に
は
基
本
的
に
地
域
の
か
か
り
つ
け
医

の
先
生
に
そ
の
他
の（
例
え
ば
高
血
圧
や

高
脂
血
症
の
）治
療
薬
と
一
緒
に
当
方
で

ご
提
案
し
た
骨
粗
鬆
症
治
療
薬
を
継
続

処
方
し
て
い
た
だ
き
、当
院
へ
は
年
に
1

〜
2
回
程
度
検
査
に
お
越
し
頂
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。も
ち
ろ
ん
こ
ち
ら
か
ら
提
案

さ
せ
て
い
た
だ
く
治
療
方
針
は
個
々
の
先

生
方
の
施
設
の
現
況
に
フ
ィ
ッ
ト
し
た
も

の
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。高
価
な
注

射
製
剤
な
ど
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
在
庫
を
置

く
こ
と
が
憚
ら
れ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
当
方

で
投
与
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま

す
し
、当
初
の
導
入
の
み
当
院
で
行
い
安

定
す
れ
ば
地
域
の
先
生
方
に
バ
ト
ン
タ
ッ

チ
す
る
こ
と
な
ど
も
可
能
か
と
存
じ
ま

す
。そ
し
て
、骨
粗
鬆
症
に
よ
る
骨
折
治
療

の
た
め
入
院
、さ
ら
に
手
術
が
必
要
と
考

え
ら
れ
る
場
合
に
も
適
宜
対
応
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

現
在
、ご
紹
介
い
た
だ
く
際
の
簡
潔
な

診
療
情
報
提
供
書
の
フ
ォ
ー
ム
を
準
備
し

て
お
り
ま
す
。既
述
の
よ
う
に
当
セ
ン

タ
ー
の
運
営
は
病
診
連
携
が
基
本
に
な
り

ま
す
の
で
、地
域
の
か
か
り
つ
け
医
の
先

生
方
と
の
繋
が
り
は
欠
く
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。当
セ
ン
タ
ー
の
使
命
は
骨
粗
鬆
症

の
治
療
継
続
率
の
向
上
を
介
し
て
地
域
の

患
者
さ
ん
の
健
康
寿
命
の
延
伸
に
貢
献
す

る
こ
と
と
心
得
て
い
ま
す
。今
回
強
化
し

た
診
療
体
制
に
よ
り
、地
域
の
先
生
方
と

強
固
な
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
共
に
取
り
組

ん
で
ゆ
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。

「
骨
粗
鬆
症
セ
ン
タ
ー
」が
始
動
。

診
療
か
ら
治
療
方
針
の
決
定
、

地
域
医
療
と
の
連
携
ま
で

ア
プ
ロ
ー
チ
を
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に

骨粗鬆症センターのご紹介

Interview
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関西医科大学香里病院

関西医科大学香里病院
骨粗鬆症センター センター長

整形外科 診療部長

上田 祐輔
Yusuke Ueda

骨塩定量検査装置

P R O F I L E

上田 祐輔
骨粗鬆症検査の依頼

検査結果の報告
治療継続の依頼

骨粗鬆症を疑う骨折は
整形外科との連携で対応します

骨粗鬆症センター連携イメージ

骨粗鬆症センター

セ
ン
タ
ー
設
立
の
経
緯

病
診
連
携
の

ス
ム
ー
ズ
化
を
基
本
に

骨
粗
鬆
症
治
療
の

現
状
に
つ
い
て

骨粗鬆症センターでは整形外科・内科・放射線科の医師、看護師や診療放射線技師、薬剤師、
理学療法士、管理栄養士などコメディカルが一体となり、シームレスな診療体制を整えています。
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関西医科大学くずは病院

1993年3月　大阪医科大学医学部 卒業

2001年3月　大阪医科大学大学院 医学研究科博士課程 修了（医学博士）

2004年7月　名古屋市立大学病院 皮膚科 助教

2007年6月　名古屋市立大学病院 皮膚科 学内講師

2011年2月　関西医科大学附属病院 皮膚科 診療講師

2013年7月　関西医科大学香里病院 皮膚科 部長

2019年1月　関西医科大学香里病院 皮膚科 病院准教授

加入学会および資格　日本皮膚科学会：認定皮膚科専門医

　　　　　　　　　  日本皮膚科学会：認定美容皮膚科・レーザー指導専門医

紫
外
線
治
療
が
有
効
と
さ
れ
る
皮
膚

疾
患
に
は
、乾
癬
や
白
斑
、ア
ト
ピ
ー
性
皮

膚
炎
や
円
形
脱
毛
症
な
ど
が
あ
り
、エ
キ

シ
マ
レ
ー
ザ
ー「
X
T
R
A
C
®
」は
、

2
0
1
9
年
に
保
険
適
用
と
な
っ
た
紫
外

線
治
療
機
器
で
す
。波
長
は
こ
れ
ま
で
普

及
し
て
き
た
エ
キ
シ
マ
ラ
イ
ト
と
同
じ

3
0
8
nm
で
す
が
、輝
度
が
高
く
、少
な
い

治
療
回
数
で
早
く
効
果
が
表
れ
る
こ
と
、

ま
た
タ
ー
ゲ
ッ
ト
型
紫
外
線
照
射
器
と
し

て
健
常
な
部
位
へ
の
不
要
な
紫
外
線
暴
露

を
回
避
で
き
る
点
な
ど
が
特
長
と
し
て
挙

げ
ら
れ
ま
す
。照
射
時
間
が
短
く
治
療
も

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
で
、紫
外
線
治
療
の
進
歩

に
大
き
く
貢
献
す
る
存
在
で
す
。

私
は
名
古
屋
市
立
大
学
病
院
に
勤
務

し
て
い
た
時
代
、エ
キ
シ
マ
レ
ー
ザ
ー
を

使
用
し
て
白
斑
の
臨
床
研
究
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。そ
の
実
績
を
生
か
し
、当
院
で
も

「
X
T
R
A
C
®
」の
臨
床
研
究
を
実
施
し

論
文
を
発
表
。「
X
T
R
A
C
®
」が
薬
事

承
認
を
受
け
て
か
ら
は
、大
学
病
院
と
し

て
は
全
国
初
と
な
る
導
入
を
実
現
し
ま
し

た
。導
入
か
ら
約
2
年
、現
在
エ
キ
シ
マ

レ
ー
ザ
ー
の
み
で
月
平
均
2
0
0
件
の
診

療
実
績
が
あ
り
ま
す
。乾
癬
や
白
斑
、ア
ト

ピ
ー
性
皮
膚
炎
、円
形
脱
毛
症
の
推
定
患

者
数
は
年
々
増
え
て
お
り
、効
果
の
高
い

中
波
長
紫
外
線
療
法
へ
の
ニ
ー
ズ
も
高

ま
っ
て
い
ま
す
。従
来
の
治
療
法
で
難
渋

さ
れ
て
い
る
患
者
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
れ

ば
、ぜ
ひ
当
科
へ
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

当
科
で
は
一
般
皮
膚
疾
患
か
ら
難
治
性

皮
膚
疾
患
ま
で
、最
先
端
の
知
見
を
取
り

入
れ
な
が
ら
一
人
で
も
多
く
の
患
者
さ
ん

に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
診
療
を
目
指
し
て

お
り
ま
す
。私
は
美
容
皮
膚
科
・
レ
ー
ザ
ー

指
導
専
門
医
と
し
て
認
定
を
受
け
て
お

り
、後
進
の
育
成
に
も
尽
力
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
ス
タ
ッ
フ
一
丸
と

な
り
、よ
り
良
い
治
療
が
提
供
で
き
る
よ

う
ス
キ
ル
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

香
里
病
院
皮
膚
科
で
は
、
紫
外
線
療
法
の
一
つ
に
、

エ
キ
シ
マ
レ
ー
ザ
ー
と
し
て
国
内
で
唯
一
薬
事
承
認
を
取
得
し
て
い
る

「
X
T
R
A
C
®
（
エ
ク
ス
ト
ラ
ッ
ク
）
」
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

他
に
も
全
身
型
・
部
分
照
射
型
の
ナ
ロ
ー
バ
ン
ド
U
V
B
照
射
器
、

エ
キ
シ
マ
ラ
イ
ト
2
機
種
を
有
し
て
お
り
、
紫
外
線
が
有
効
と
さ
れ
る

疾
患
に
広
く
対
応
が
可
能
で
す
。

エキシマレーザー治療
中波長紫外線療法の対象となる
皮膚疾患を抱える方に
乾癬・掌蹠膿疱症・白斑・円形脱毛症 など

紫
外
線
治
療
用

エ
キ
シ
マ
レ
ー
ザ
ー

国内で唯一の薬事承認を得た
エキシマレーザーの導入で、

難治性皮膚疾患により充実した治療を提供

Speciality Service
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関西医科大学香里病院

関西医科大学香里病院
皮膚科 診療部長 准教授

上尾 礼子
Reiko Noborio

1993年3月　関西医科大学 卒業

1993年5月　関西医科大学 胸部心臓血管外科 入局

1995年5月　静岡赤十字病院 外科勤務

1996年5月　静岡赤十字病院 心臓血管外科勤務

1998年5月　慶應義塾大学病院 心臓血管外科勤務

1999年5月　関西医科大学 胸部心臓血管外科 助教

2012年2月　関西医科大学 胸部心臓血管外科 診療講師

2016年1月　柏友会楠葉病院 内科

2018年1月　関西医科大学くずは病院 内科

2018年4月　関西医科大学くずは病院 副病院長、総合内科部長

関
西
医
科
大
学
く
ず
は
病
院
と
し
て

新
た
に
出
発
し
、
約
3
年
が
経
過
し
ま

し
た
。
こ
の
間
、
病
床
の
再
編
成
や
地

域
連
携
体
制
の
強
化
な
ど
を
実
行
し
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
地
域
に
密

着
し
た
大
学
病
院
と
し
て
、
地
域
医
療

と
基
幹
病
院
を
繋
ぐ
役
割
を
果
た
す
べ

し
と
い
う
使
命
の
た
め
に
他
な
り
ま
せ

ん
。
今
年
度
で
は
ニ
ー
ズ
の
高
い
領
域

に
お
け
る
常
勤
医
師
の
増
員
も
実
現
し

ま
し
た
。
春
に
整
形
外
科
を
増
員
し
た

こ
と
は
前
回
の
「
つ
な
ぐ
12
号
」
で
高

山
院
長
よ
り
ご
案
内
し
ま
し
た
が
、
秋

に
は
整
形
外
科
と
も
緊
密
な
内
科
に
お

け
る
診
療
強
化
も
完
了
し
ま
し
た
の

で
、
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

社
会
の
高
齢
化
が
進
む
中
、
整
形
外

科
領
域
の
疾
患
と
併
せ
て
、
が
ん
を
含

め
る
消
化
器
系
疾
患
、
ま
た
高
血
圧
や

心
不
全
と
い
っ
た
循
環
器
系
疾
患
を
抱

え
る
高
齢
者
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
う

い
っ
た
背
景
を
考
慮
し
、
整
形
外
科
と

内
科
の
連
携
強
化
こ
そ
が
診
療
体
制
の

充
実
に
不
可
欠
だ
と
判
断
し
て
内
科
医

を
増
員
い
た
し
ま
し
た
。
現
在
は
消
化

器
内
科
2
名
と
循
環
器
内
科
2
名
、
総

合
内
科
医
1
名
、
計
5
名
の
常
勤
医
に

非
常
勤
医
を
加
え
て
診
療
に
あ
た
っ
て

お
り
ま
す
。
内
視
鏡
検
査
・
治
療
が
休

診
日
な
く
い
つ
で
も
対
応
可
能
に
な
り

ま
し
た
し
、
最
新
鋭
の
内
視
鏡
を
導
入

し
た
こ
と
で
、
当
院
で
完
結
で
き
る
対

象
疾
患
の
範
囲
が
広
が
り
ま
し
た
。

地
域
で
暮
ら
す
患
者
さ
ん
の
望
み

は
、
住
み
慣
れ
た
土
地
で
長
く
生
活
を

送
る
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。
そ
し
て
当

院
の
強
み
は
、
高
度
な
医
療
を
提
供
で

き
る
附
属
病
院
（
枚
方
）
と
、
緊
密
に

連
携
し
て
い
る
こ
と
と
、
総
合
病
院
な

ど
で
急
性
期
治
療
を
終
え
た
患
者
さ
ん

の
よ
り
早
い
社
会
・
在
宅
復
帰
を
総
合

的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
橋
渡
し
役
を
担
え
る

こ
と
で
す
。
当
院
で
は
今
後
も
地
域
の
皆

様
の
ご
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
時
代

の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
変
革
を
続
け
て
ま

い
り
ま
す
。
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
先
生
方
と
共

に
、
地
域
医
療
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
ゆ

け
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

整
形
外
科
に
続
き
内
科
を
増
員
。

地
域
密
着
×
大
学
病
院
の
使
命
を

果
た
す
べ
く
変
革
を
続
け
て
ゆ
く

Interview

P R O F I L E

上尾 礼子
P R O F I L E

角田 智彦

副病院長に聞く
Speciality Service

関西医科大学くずは病院
副病院長 総合内科部長

角田 智彦
Tomohiko Sumida
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社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
、予
防
医

療
の
重
要
性
が
増
し
て
い
る
と
実
感
し
ま

す
。事
実
、天
満
橋
総
合
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
予

防
医
療
部
門
の
診
療
実
績
は
、社
会
の
多

様
な
要
望
に
支
え
ら
れ
て
堅
調
に
推
移
し

て
き
ま
し
た
。そ
こ
で
、ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、

予
防
医
療
中
心
の
診
療
体
制
へ
大
き
く
シ

フ
ト
す
る
こ
と
を
決
断
し
、準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、昨
年
よ
り
流

行
が
本
格
化
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
は
、現
在
も
医
療
現
場
に
深
刻
な

影
響
を
与
え
続
け
て
い
ま
す
。当
分
の
間
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
終
息
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
共
存
す
る
ウ
ィ

ズ
コ
ロ
ナ
時
代
に
お
け
る
診
療
の
在
り
方

を
検
討
す
る
こ
と
が
急
務
と
な
り
ま
し

た
。天

満
橋
総
合
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、総
合
健

診
セ
ン
タ
ー
と
総
合
外
来
を
併
設
し
て
い

る
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
あ
り
、健
康
な
方
々
を
対

象
と
し
て
診
療
を
行
う
こ
と
が
多
く
、よ

り
厳
格
な
感
染
症
予
防
対
策
が
求
め
ら
れ

ま
す
。私
た
ち
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
流
行
状
況
を
注
視
し
な
が
ら
、

新
し
い
診
療
体
制
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

感
染
性
の
疾
患
が
疑
わ
れ
る
患
者
さ

ん
を
、他
の
受
診
者
と
完
全
に
分
離
す
る

た
め
に
、外
来
診
療
を
原
則
と
し
て
予
約

制
と
し
ま
し
た
。発
熱
な
ど
の
症
状
を
認

め
感
染
症
が
疑
わ
れ
る
患
者
さ
ん
は
、事

前
に
予
約
を
受
け
て
、診
察
室
を
別
に
し

て
、午
後
の
特
定
の
時
間
帯
に
診
療
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

総
合
健
診
部
門
と
総
合
外
来
部
門
の

診
療
ス
ペ
ー
ス
は
、廊
下
を
隔
て
て
基
本

的
に
分
離
さ
れ
て
お
り
、人
間
ド
ッ
ク
健

診
受
診
者
へ
の
基
本
的
な
感
染
防
止
体
制

は
で
き
て
い
ま
す
が
、午
前
中
の
外
来
診

療
を
段
階
的
に
縮
小
し
、外
来
診
療
は
午

後
以
降
に
移
行
し
て
い
く
こ
と
を
予
定
し

て
い
ま
す
。ま
た
、午
後
に
も
行
っ
て
い
る

健
診
を
午
前
中
に
集
中
し
て
い
く
こ
と
を

考
え
て
い
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、健
診
受
診

者
の
利
便
性
は
向
上
し
、総
合
健
診
部
門

の
感
染
リ
ス
ク
は
、さ
ら
に
軽
減
さ
れ
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

午
前
中
の
外
来
は
、予
防
医
療
関
連
の

も
の
に
集
約
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

例
え
ば
、人
間
ド
ッ
ク
健
診
で
見
つ

か
っ
た
異
常
に
対
す
る
精
密
検
査
を
効
率

よ
く
行
う
た
め
の
外
来
、心
臓
血
管
病
予

防
の
た
め
の
外
来
、人
間
ド
ッ
ク
健
診
で

見
つ
か
っ
た
異
常
所
見
の
経
過
観
察
を
行

う
た
め
の
外
来
な
ど
で
す
。具
体
的
に
は
、

高
血
圧
、糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
診

療
を
中
心
と
し
た
外
来
、ピ
ロ
リ
菌
の
除

菌
治
療
お
よ
び
除
菌
治
療
後
の
経
過
観

察
、ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
の
治
療
後
の
経
過

観
察
な
ど
で
す
。

昨
年
は
緊
急
事
態
宣
言
の
発
令
を
受

け
て
、行
政
よ
り
人
間
ド
ッ
ク
健
診
や
保

健
指
導
の
一
時
休
止
を
求
め
ら
れ
ま
し

た
。そ
の
趣
旨
に
沿
っ
て
、人
間
ド
ッ
ク
健

診
の
大
部
分
を
一
時
的
に
休
止
し
ま
し

た
。こ
の
よ
う
な
状
況
が
長
引
け
ば
、人
間

ド
ッ
ク
健
診
を
受
け
る
機
会
を
逸
し
た

方
々
に
、発
見
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
重

篤
な
病
気
が
見
過
ご
さ
れ
て
し
ま
う
な
ど

の
目
に
見
え
な
い
健
康
被
害
が
多
発
す
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。事
実
、緊
急
事
態
宣

言
解
除
後
は
、多
く
の
受
診
者
が
来
ら
れ

ま
し
た
が
、そ
の
中
に
は
、治
療
を
急
ぐ
が

ん
や
心
臓
病
の
方
が
少
な
か
ら
ず
お
ら
れ

ま
し
た
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
流
行
に
か
か
わ
ら
ず
、感
染
対
策
を

し
っ
か
り
と
行
っ
た
上
で
、人
間
ド
ッ
ク

健
診
な
ど
の
予
防
医
療
関
連
の
診
療
を
継

続
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

予
防
医
療
に
重
点
を
置
い
た

診
療
体
制
へ
の
移
行

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
の

新
し
い
診
療
体
制
に
つ
い
て

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
に

あ
っ
て
も
予
防
医
療
の

重
要
性
は
変
わ
り
ま
せ
ん

今
後
の
天
満
橋
総
合
ク
リ
ニ
ッ
ク
の

診
療
体
制
に
つ
い
て

内科の常勤医を増員しました
このたび、くずは病院では内科の常勤医を増員しました。

設備面においても強化を図り、より充実した受け入れ体制で地域に役立つ病院を目指します。

関西医科大学天満橋総合クリニック 関西医科大学くずは病院

左から：宮本早知 医師、角田智彦 副病院長・総合内科部長、高山康夫 病院長、今村洋二 名誉院長・顧問、福原貴太郎 医師、野田哲平 医師

1995年3月　京都大学医学部医学科 卒業
1995年4月　京都大学医学部付属病院 内科
1996年4月　京都大学大学院 医学研究科分子医学系
2004年2月　昭和大学横浜市北部病院 消化器内科
2007年4月　国家公務員共済連合会枚方公済病院 消化器内科
2013年4月　関西医科大学 第3内科 消化器肝臓内科
2020年9月　関西医科大学くずは病院 消化器肝臓内科

P R O F I L E

消化器内科

福原 貴太郎
Takataro Fukuhara

2009年4月　関西医科大学附属病院 消化器内科
2012年4月　大阪府済生会野江病院 消化器内科
2014年4月　関西医科大学大学院 博士課程
2018年4月　宇治病院 消化器内科
2020年4月　関西医科大学くずは病院 消化器内科

P R O F I L E

消化器内科

宮本 早知
Sachi Miyamoto

2005年4月　関西医科大学 第2内科入局 循環器内科
2020年9月 関西医科大学くずは病院 内科

P R O F I L E

循環器内科

野田 哲平
Teppei Noda

消化器内科・消化器内視鏡を専門に持ち、プライマ

リ・ケア担当も務めております。昨年、最新式の内視鏡

を導入し高度な内視鏡検査・治療が可能になりました。

地域に根ざした病院だからこそ、患者さんの生活への

負担を最小限に抑えながら最先端のケアが提供できる

体制は強みだと考えております。地域的ニーズの高い

整形外科領域との連携を強化しつつ、樟葉・八幡エリア

のより良い医療サイクルづくりに貢献してまいります。

総合内科と消化器内科を専門としています。近年で

は女性の大腸がんも増加傾向にあります。大腸内視鏡

検査など、私が女医であることでご安心いただける

ケースも見受けられ、大変やりがいを感じております。

従来以上に充実した診療体制で、がんをはじめとする

消化器疾患の早期発見、治療に努めてまいります。

循環器内科が専門です。生活習慣病の外来を柱に、

系列病院で心疾患の急性期治療を終えた入院患者さ

んのリハビリなどを担当しています。現在、整形外科に

強い病院として体制を整えつつある当院ですが、患者

さんには内科的疾患を併発している方も多いため、連

携で支えながら「地域密着のリハビリ病院」としての機

能強化に寄与できればと考えています。

電
子
カ
ル
テ
を

導
入
し
ま
し
た

2
0
2
0
年
8
月
よ
り
、く
ず
は
病
院

で
は
関
西
医
科
大
学
グ
ル
ー
プ
で
診
療
情

報
を
共
有
す
る
電
子
カ
ル
テ
を
採
用
し
て

い
ま
す
。系
列
4
病
院（
附
属
病
院
・
総
合

医
療
セ
ン
タ
ー
・
香
里
病
院
・
く
ず
は
病

院
）で
の
一
元
的
な
デ
ー
タ
管
理
に
よ
り
、

医
療
だ
け
で
な
く
在
宅
ケ
ア
・
訪
問
看
護

な
ど
介
護
福
祉
で
も
シ
ー
ム
レ
ス
な
サ
ー

ビ
ス
提
供
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。当
院

で
は
今
後
も
職
員
一
丸
と
な
り
、医
療
の

質
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

To
p
ic
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